
十条小学校
改築レター

第3回十条小学校新校舎建設等基本設計検討会を開催しました
こんにちは。北区学校改築施設管理課です。北区では、令和１１年９月の開設を目指し、

十条小学校の改築事業を進めています。令和６年10月11日、第3回「十条小学校新校舎建設等
基本設計検討会(最終回）」を開催しました。改築レター第３号では、その様子をお伝えします。

整備コンセプトを決定しました︕
整備コンセプト…学校づくりのテーマや方針となる標語

3号第
令和6年11月

発行︓北区教育委員会事務局 教育振興部学校改築施設管理課か い ち く

改築コンセプトへのご意見の抜粋

きらきら輝く 未来を拓け みんなの十条小学校

「きらきら」は校歌で
3回も登場する言葉

学校は、地域の方々も含めみんなで作り上げて
いくもの。「みんなの」を入れたい

きらきら輝く 未来を拓け みんなの十条小学校
ひら

簡潔な言葉で、
伝わりやすいコンセプトにしたい

子どもたちへの「こんなふうに育ってほしい」という思いを込めて 子ども目線の言葉で

教育目標にもある「拓く」に
は、たくましく育ってほしい
という意味も込められている

十条小整備コンセプト
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決定までのプロセス
第１回検討会

十条小から連想される
キーワードを抽出

第2回検討会

考え方や、具体的な
フレーズを検討

第3回検討会

素案をもとに検討し決定

●素案

緑・レンガ・見晴らしがいい
椎の木・いきいき・楽しく
十条高台・桜・自然・仲間
さわやか・つなぐ・笑顔

・十条小とわかる言葉を入れる
・校歌や教育目標に絡める
・時間軸を入れる 時代をつなぎ 未来を拓く

十条の学び舎

キーワード（抜粋）

考え方

・自分らしく生きていく、拓く
・見晴らしのよい→未来を見通す
・十条（台）の学び舎

フレーズ（抜粋）
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タイトル十条小学校の改築事業は、区の方針として以下のように進め

ていきます。

平面ゾーニングをまとめました２

L型の校舎について
前回の検討会で「L型の校舎なら全ての教室からグラウンドが見え、グラ

ウンドの面積も確保できるのでは？」という意見が出ました。L型校舎プラ
ンも検討しましたが、十分な日当たりの確保が困難であることや、校舎とト
ラックの間にゆとりができないこと、50ｍ直走路の確保が困難である（上記
A・B案に比べ600～700㎡程度グラウンドが狭くなる）ことがわかりまし
た。そのため、従来の南東側配置のプランを採用することとなりました。

１．パノラマプール十条台がある体育館プール棟は、
リノベーション工事（大規模改修）を行う。
プールは屋根を撤去して、学校用屋外プールとして整備する。

２．新校舎は、がけ地から離れた敷地南東から南西側に建設する。

この方針を踏まえ、設計事務所が配置案を提示し、平面ゾーニ
ング（建物の間取りや配置）を検討してきました。

今回は、主に職員室の配置を中心に検討を行いました。

校舎とトラックの
間にゆとりがない

▲模型を使用し、実際の校舎を
イメージしながら検討を行いました。

A.職員室１階 昇降口２階案 B.職員室２階案

職員室

▲グラウンド １階

▲２階

▲３階 ▲４階

グラウンド面積
(緑地を含む)
約2,900㎡

グラウンド面積
(緑地を含む)
約3,000㎡

職員室

昇降口

昇降口からグラウ
ンドまで距離がある

避難経路が複雑化。
混雑にも注意が必要。

緊急の際、グラウンド
へは外階段を利用

▲２階

▲３階 ▲４階

▲グラウンド １階

50ｍ直走路の
確保が困難

▶L型校舎プラン

職員室の配置ついて

昇降口

昇降口が１階

ピロティや昇降口前
のホール等、スペース
の確保が可能。

グラウンド面積が
より広い

第１回、第２回の検討会では「職員室の配置」を中心にご意見をいただき検討を進めてきました。

最終的に設計事務所にて「A．職員室1階・昇降口2階案」と「B．職員室2階案」の２つの案にまと
め、どちら案をベースとするか、検討を行いました。

学級数の増加への対応
が困難

1階は児童の見守り
や防犯面で◎

３階に管理諸室が分散

普通教室が
分散せずまとまる

児童数増による
教室転用の際、普通教室
エリアから離れている

職員室と管理諸室が
分散せずまとまる
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B.職員室２階 をベースとした案に決定しました︕

より広いグラウンド面積が確保できる。

その他のご意見の抜粋
・吹き抜けを有効に活用できないか︖

▲グラウンド １階

▲２階

▲３階 ▲４階

グラウンド面積
(緑地を含む)
約3,000㎡

こちらの職員室2階案を

ベースとし、今後も下記懸念点を含め
学校と詳細な検討を続けていきます。

グラウンドへのアクセスが良く、
ピロティやホール等スペースを確保でき
使い勝手がよい。

まとまりがよい。
懸念点︓グラウンド内での緊急時には
外階段を使うことになる。

グラウンド

昇降口

職員室 管理諸室

普通教室

懸念点︓児童数増により教室転用した
際、普通教室エリアから離れてしまう。

懸念点：学級数の増加への対応が困難。

普通教室
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旧十条台小学校のシンボルツリーとして親しまれてきた椎の木の活用について、木材の現状

を確認しながら、再確認を行いました。

・校名や図書室の看板、校内サイン
・下足箱の上に置くクラスサイン
・椎の木に関する展示
・年輪時計
・児童が表札などを製作する
・永く使っていけるものが良い

十条小学校新校舎建設等基本設計検討会報告会
を開催します

全３回にわたって開催した新校舎建設等基本設計検討会の報告会を下記日程にて開催します。

予約不要ですので、お気軽に会場までお越しください。

日時 令和６年１１月１４日（木）

午後６時～ （1時間程度）

場所 十条台地域振興室会議室（別館２階）
（北区中十条1丁目2番１８号）

お問い合わせ先
北区教育委員会事務局
学校改築施設管理課

TEL:03-3908-9277   

FAX:03-3910-6885

事業の進捗状況は北区ホームページからもご覧になれます。

ホーム＞子育て・教育>小・中学校・義務教育学校＞学校の改築・
改修＞学校の改築＞十条小学校の改築

十条小学校の改築 検索

椎の木の活用についての報告

長さ２ｍ、直径60ｃｍ程度で中心部の幹が腐食している状況です。
今後、乾燥させ、木材として利用可能な形へと加工していきます。木材の現状

３

活用例:展示イメージ活用例:校内のサインイメージ

活用について これまでの検討会で話し合った活用案の中から、実現可能なものを
検討していきます。ぜひ楽しみにしていてください。

◀断面の様子

中央部分が腐食
している状態。
利用可能な範囲
の中で活用を検
討していきます。

活用案の抜粋

地域・保護者の皆さまへ
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